教授用資料

数研『地学基礎』（地基/304）観点別特色
（１）内容
詳しい内容が筋道立てて平易に記述され，また，写真が豊富に掲載されている。
特に，鉱物・岩石・地形や天文では，多くの写真が掲載されており，具体的・視覚的に理解できるように扱われている。また，地史では，本文の説明にあわせた復元図や骨格標本・化石の写真が掲載され，各時代の古生物や古環境を視覚的にも捉えられるように工夫されている。

前見返しでは，世界と日本の特徴的な地形と本文中に掲載した写真の場所が，海底地形図に示されており，プレートテクトニクスと地学現象を総合的に学習できる。
（２）構成・分量
はじめに，地学基礎全体の導入として第1編の「第1章　太陽系の中の地球」で地球を含めた太陽系の天体を扱っており，中学理科からスムーズにつなげることができる。また，地球と他の惑星との違いを学習することで，その後に続く地球の概観・内部構造や活動に対して深い理解が図れるように配慮されている。
第5編の「第2章　日本の自然環境」では，地震・火山・気象などの日本の自然災害を1つの章として扱っており，詳しく学習できる構成となっている。
学習指導要領を越える内容についても，理解を深める上で必要な内容が「発展」としてしっかり扱われている。
（３）表記・表現及び使用上の便宜
重要な用語は太字にし，学習すべき内容が捉えやすくなっている。
また，地史では，頁の上部に，地質時代が示されており，どの時代の内容を学習しているかを理解しながら進めることができる。各時代の説明の箇所では，各時代のおもな出来事を箇条書きで示し，各時代のポイントが捉えやすいよう工夫されている。
本文では概念や法則の解説を中心に取り上げ，概念・法則が考えられた論拠は本文と分けて枠囲みで扱われており，生徒の興味・関心や理解度に応じて取捨選択して学習できるよう配慮されている。
（４）その他

巻末には，はさみとのりで簡単に作成でき，生徒の興味付けだけでなく，理解を助ける「①惑星の体積比模型」「②プレート運動の模型」という2つの付録が付いている。

後ろ見返しでは，教科書で学習した，宇宙の誕生から地球の歴史を統一的に理解できるような図が入っている。
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